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Ⅰ　はじめに
　グローバル化やICT化の進展、災害多発
など、未来予測が難しい近年の状況の中で、
今までの日常生活や常識を大きく変え、新し
い生活様式を取り入れた生活を送ることが求
められている。一方、新技術の急発展や家庭
生活におけるライフスタイルの選択肢拡大の
結果、自分の生活に適したモノ、サービス、
考え方の選択的活用が日常化することで、利
便性や経済性といった目先のことにのみ意識
が向くことが懸念される。そのような状況の
中、一人一人が社会の問題に目を向け、より
よい社会の実現に向けて新たな解決策を考え、
実行していこうとする力が求められる。
　現代の生活に対し、鈴木は家庭科教育にお
ける「新たな価値や情報の中で、それらを更
新したり再構築したりするような思考の訓
練」₁）の必要性を指摘する。一方、堀内は
家庭科教材の役割として「リアルに出会わせ
る」ことを重視し「これからの生活を築くた
め、身近でリアルな教材を通して生活の過
去・現在を学ぶこと」の重要性を述べる₂）。
　鈴木は思考訓練方法として「日常生活の様々
な問題について『生活の営みに係る見方・考
え方』の四視点で考え、解決に向けて工夫す

ることの重要性を理解させる」ことを提案し、
「各視点の概念は、その全てを同等に深めて
いくというよりも、どれかを優先しつつ、他
の概念も関わらせることによって生活の営み
の総合的な概念形成につながる」とする₃）。
　本実践では「オリジナルユニバーサルレシ
ピ（以下OUR）について考えよう」と学習
課題を設定した。ユニバーサルレシピは、も
ともとは嚥下や咀嚼困難な人等を想定した介
護食レシピを示す言葉だが、言葉の基である
ユニバーサルデザインの趣旨を鑑み、OURを
「自分が考えた、対象となる人も安心してみ
んなでおいしく食べられる料理」と定義した。
　レシピづくりについて「生活の営みに係る
見方・考え方」の四視点（「協力・協働」「健康・
安全・快適」「生活文化の継承・創造」「持続
可能な社会の構築」）から課題解決に必要な
解決方法を「視点」として捉えさせた。生徒
に知識や技能を習得及び獲得させOURを作
成させる中で、視点間の関連性や優先度につ
いて理解させ、課題解決に向けた最適な解決
策を創り出すことを通して新たな価値を創造
させることを実践のねらいとした。

Ⅱ　実践の概要
　本実践では、次の二つの手立てを設定した。

� 実践研究ノート
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角谷 拓也 *　山根 真理 **
* 附属名古屋中学校** 家政教育講座　　

Home Economics Practice to Develop Students’ Capabilities to Create New Values
- “Original Universal Recipe” Practice of First-year Junior High School Students -

Takuya KAKUTANI *  and Mari YAMANE **
* Nagoya Junior High School Affiliated to Aichi University of Education,  Nagoya 461-0047,  Japan
** Department of Home Economics Education,  Aichi University of Education,  Kariya 448-8542,  Japan

Keywords：生活の営みに係る見方・考え方　新たな価値　最適な解決策

共創　Vol. 2  pp. 123～126,  March,  2024



─　 ─124

⑴　視点を中心とした学習活動
　生活の営みに係る見方・考え方から課題解
決に必要な解決方法を「視点」として捉えさ
せる。自分で見付けた視点を基に具体的な解
決方法を考えていく過程で、生徒自らが新た
な知識や技能を獲得し、視点への理解を深め
ていくことができる。
⑵　視点の優先順位とその割合の検討
　課題解決に向けて、自分が見付けた視点の
うち、どの視点を優先して考慮すべきかを検
討させる。自分の考えを明確にするために、
優先順位の高いものからその割合を帯グラフ
に表させ、理由を書かせる際、どのような視
点から考えたのかを具体的に記述させる。視
点間の関連性から優先順位を変えたり、新し
い視点を考え出したりするなど、試行錯誤し
ながら、よりよい解決方法を検討していくこ
とで、最適な解決策を創り出すことができる。

Ⅲ　本題材における実践の様子
⑴　第１～２時「視点発見」
　第₁～₂時では食物アレルギーや食事制限、
思想信条といった現代の多種多様な食生活様
式が本人や身近な人にも関わりがあることに
気付かせ、技術・家庭科の目標である学習課
題と実生活を結びつけ、リアルに出会わせる
ことにつなげた。学習課題を提示すると共に、
生活の営みに係る見方・考え方の四視点（「協
力・協働」「健康・安全・快適」「生活文化の
継承・創造」「持続可能な社会の構築」）から
課題解決に必要な解決方法を「視点」として
捉えさせた。【図₁】に生徒が見付けた視点を
示す。

　「協力・協働」では主に対象となる人の〈好
み〉や〈味〉、〈一緒〉といった視点を見付け、
「健康・快適・安全」では献立に使用する食

材の〈栄養〉や対象となる人の食事制限に関
する〈アレルギー〉や〈安心〉といった視点
を見付けていた。「生活文化の継承・創造」
では、〈食文化〉に関わる視点が最も多く、
食文化という視点からさらに対象を絞って
〈和食〉や〈郷土料理〉という視点を見付け
た生徒もいた。「持続可能な社会の構築」では、
〈環境〉や〈地産地消〉、〈SDGs〉という視
点を見付ける生徒もいた。
⑵　第3～ 7時「知識や技能の習得」
　第₃～₆時は生徒が見付けた視点を基に、
課題解決に必要である健康な食事や食の安全、
食生活に関わる文化や伝統、持続可能な食生
活に関する知識や技能の習得ができるように
した。また、習得した知識や技能と視点がど
のように関わっているかについて定期的に考
えさせたり、視点への理解が足りないことに
気付かせたりする場面を設定し、見付けた視
点について意識させて学習に取り組ませた。
　第₇時では視点に基づく解決方法を全体で
共有させ、各解決方法の利点や問題点、視点
同士の関わりについて考えさせた。（【図₂】）

　生徒の意見「アレルギーが少ない食品を使
う」という視点を基にした解決方法に関わっ
て、食物アレルギーの原因となる食品を対象
者が摂取するとじんましんやせき、呼吸困難
など重篤な症状が出てしまうことから、「少
ない食品」ではなく、「アレルギーの原因と
なる食品を除去する」必要があるといったよ
うに、習得した知識や技能から視点への理解
を深めていった。さらに意見を出し合ってい
く中で、加工食品の中には、かに風味かまぼ
このような代替食品があり、アレルギー原と
なる食品を代替食品に代えることで、安心で
安全なレシピを考案できるということに気付
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【図1　生徒が見付けた視点】

【図₂　解決方法の全体での共有（板書）】
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き、最終的に「アレルギーの原因となる食材
の代替食品を用いたレシピを作成する」とい
う視点を基にした解決方法になり、全体の共
有を通して視点への理解が深まっていく姿が
見られた。
　第₃～₆時での知識や技能の習得後や第7
時での全体共有後、生徒は習得した知識や技
能を踏まえて課題解決に向けた新たな考えに
ついて記述し、関わりのある部分を線で繋い
で習得した知識や技能を整理することで、新
たな視点に気付いたり、視点への理解を深め
たりすることができ、視点同士の関わりにも
目を向けることができた。（【図₃】）

　その後、視点間の関連性や優先度について
確認させながら、学習課題に対するよりよい
解決方法を帯グラフに表させた。（【図₄】）

　生徒の記述を見たところ、学級の₃分の₁
の生徒が習得した知識や技能を踏まえ、視点
間の関連性について理解した記述をすること
ができていた。これらの生徒は「知識や技能
の習得」の場面において、習得した知識や技
能と視点との関わりについて考えたり、視点
への理解不足に気付いたりすることで、自分
の考えに合った視点の優先順位とその割合を
帯グラフに表し、それらに適したよりよい解
決方法について考えることができていた。
　一方で、習得した知識や技能を踏まえてよ
りよい解決方法を考えることができていない
生徒が学級の半数以上いた。これらの生徒の

多くは、よりよい解決方法についての記述が
抽象的なものになったり、視点間の関連性に
目を向けてよりよい解決方法を考えることが
できていなかったりしていた。このような結
果になった要因としては、「知識や技能の習
得」の場面において、習得した知識や技能が
視点とどのように関わるのかということを十
分に共有しきれていなかったため、自分の視
点への深い理解につなげることができなかっ
たと考えられる。また、視点への深い理解に
つながらなかったことで視点間の関連性にも
目を向けることができなかったと考えられる。
⑶　第８～９時「視点を基にした課題解決」
　第₈～₉時は、自分のよりよい解決方法を
振り返り、レシピを作成する場面である。課
題解決に取り組む中で、「自分の考えたより
よい解決方法に合うレシピをどのように考え
たらいいか」という問題に直面することと
なった。そこで最適な解決策に向けて、より
よい解決方法を他者と共に考えたり教え合っ
たりする協働的学びにつなげるため、対象と
なる人が同じような者同士でグループになる
よう席を替え、「解決したいこと」をグルー
プや学級内で共有する場面を設けた。さらに
新たな考えを生み出したり自分の考えを見直
させたりするため、必要に応じ課題解決の目
的や条件を基に「この食材には主にどんな栄
養素が含まれていて、代替するとしたらどの
ような食材が食べて安全だろうか」と発問し
た。また獲得した知識や技能と視点との関わ
りについて考えたり、視点への理解が足りな
いことに気付かせたりするために、付箋カー
ドを記述させる場面を設定した。（【図₅】）
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【図₃　生徒のワークシートのまとめ①】

【図₄　生徒の解決方法】

【図₅　生徒のワークシートのまとめ②】
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　一回目のよりよい解決方法の記入時よりも、
付箋カードを増やしたり、カードの場所を変
更したりする生徒の様子があった。このよう
に、「視点を基にした課題解決」の場面で獲
得した知識や技能を整理することを通して最
適な解決策に向けて課題解決に取り組む生徒
の姿が見られた。（【図₆】）

⑷　第10時「振り返り」
　自分の見付けた視点が課題解決の目的や条
件に適しているかを考えさせながら、視点を
基に獲得した知識や技能、よりよい解決方法
に向けて必要だった知識や技能について振り
返らせた後、もう一度、OURを考える際の
視点の優先順位と割合について解決策を考え
て帯グラフに表させた。（【図₇】）

　生徒の記述を見たところ、半数の生徒が「視
点を基にした課題解決」の場面で獲得した知
識や技能を踏まえて視点間の関連性について
理解した記述をすることができていた。これ
らの生徒は習得及び獲得した知識や技能と視
点との関わりについて考えたり、視点への理
解が足りないことに気付いたりすることで、
視点を基に獲得した知識や技能から最適な解
決策を創り出すことができており、最適な解
決策の創出を通して多様な人が食を共にする
ために代替食品を活用していくという新たな
価値を創り出すことができた。
　一方半数の生徒は最適な解決策に抽象的な

記述が見られた。これは、「知識や技能の習
得」の場面において自分の視点への深い理解
につなげられないままの状態で課題解決を進
めたことに原因があると考えられる。また、
視点間の関連性についての具体的な記述が見
られない生徒も多くいた。これらの生徒は自
分の視点への深い理解はできているものの、
具体的な記述ができず、視点間の関連性につ
いて目を向けることができていなかった。

Ⅳ　実践の成果と課題
　本実践は、生徒に視点を基に知識や技能を
習得及び獲得させ、課題解決を行わせる中で、
視点間の関連性や優先度について理解させ、
最適な解決策の創出を通して新たな価値を創
造させることをねらいとした。生徒に視点と
知識や技能を結びつけさせたことで、習得し
た知識や技能を蓄え、視点への理解を深めた
り、視点への理解が足りない部分に気付かせ
たりすることにつながった。視点間の関連性
や優先度について理解させ、最適な解決策の
創出を通して新たな価値を創造させられたこ
とについては一定の成果が見られた。
　一方視点への理解を深め、視点間の関連性
に目を向けて最適な解決策を表すことができ
ない生徒がいた。改善の工夫として第一に、
視点を基に解決方法を全体共有させる際、習
得した知識や技能を踏まえた解決方法や各解
決方法の利点、問題点について考えさせ、視
点への理解を深めさせることが考えられる。
第二に視点間の関わりを可視化する際に視点
間の関連性に目を向けさせることが考えられ
る。今後より多くの生徒が複数の視点から最
適な解決策の創出を通して新たな価値を創り
出すことができるようにしていきたい。
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【図₆　生徒の作成したレシピ】

【図₇　生徒の解決策】


